
様式２ 

 

校内別室指導教室を設置し、組織的に指
導にあたっている。学習の遅れの克服やコ
ミュニケーション 
能力の向上を目指 
して、対象生徒の 
要望に応じながら、 
個別に指導している。 
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不登校生徒の登校支援について 

当該生徒は中学１年生であり、小学校の時から不登校傾向にある。要因は様々だ
が、主に学習の問題、生活リズムが崩れたことによる昼夜逆転である。小学校からの
申し送りを生かしながら、特性に合わせた対応をしている。 

不登校生徒の状況 

７月は授業日数 14 日中２日、9 月は 20 日中 6
日登校することができた。さらに、１０月には部
活動にも不定期ではあるが参加できるようにな
り、合唱コンクールに参加するなど登校できる機
会が増えている。 

成果 
継続的な登校につなげる

ことが難しいため、引き続
き関係機関とも緊密に連携
しながら、登校支援を継続
していく。 

課題 

月２〜４回、不登校支援コーディネータ
ー（加配教員）が中心となった支援会議を
開いている。支援会議では加配教員、各学
年教員及び校内別室指導支援員以外に、必
要に応じてスクールカウンセラーも参加し
て、情報共有、支援計画の検討・決定、進捗
状況の管理・報告を行っている。 
 

当該生徒は、教室に入れる日もあ
り、行事や部活動に参加したいとい
う気持ちも表れてきている。本人の
気持ちを尊重し、柔軟に対応を行う
ことで、少しでも登校できる機会を
増やしている。 

担任が定期的に電話連絡をした
り、家庭訪問でプリント等を渡した
りすることで、生徒の様子を把握し
ている。また、三者面談等の機会に
保護者や本人とのコミュニケーシ
ョンを図り、様々な不安感の解消に
努めている。 

具体的な取組 


